
  

 

ぽっかぽか ひよこ組 
2 月号 

ひよこ組での生活も、あと 2 ヶ月をきりました。4 月に「はじめまして」をした頃と比べ、10 人の子どもたち

がそれぞれの素晴らしい成長を見せてくれています。インフルエンザなどが流行する時期でもあるので、体調

管理や予防に気を配りながら 1日 1日を大切に、今月も思いっきり楽しんで過ごしたいと思います！ 

 

先月のぽっかぽかで、スプーンのことについて少し触れました。 

まずは手づかみ食べからつまみ食べになり、スプーンへ興味を示したタイミングで練習を始めています。 

スプーンの持ち方にも段階があり、今はまだ手のひら全体で物を『握る』段階です。徐々に指先で『つまむ』よう

になり最終的にお箸の持ち方（三点持ち）へと進んでいきます。 

 

【スプーンの持ち方（上握り）のポイント】 

・親指は下にして、しっかりと握る。 

（太めの柄のスプーンだと、しっかりと握りやすいのでおすすめです） 

・スプーンの柄の真ん中あたりを握る。 

・必要な場合は大人が持ち方を正したり、見本をみせて同じように持つことを声を掛けたりして支援しています。 

 

スプーンをしっかり持つことができ、自分で口に運ぶことができるということは自分で食べられる自信や食事の興

味にも繋がると思います。持ち方の無理強いはせず、その日の子どもの様子に合わせて持ち方を直したり、疲れて

いる時には途中からつかみ食べに変えたりしながら、正しい持ち方で進められるよう働きかけています。 

しっかりと握れているときや、真っすぐ口に運べた時には褒めて次の意欲に繋げています。 

他にも、椅子に深く腰かけること、最後まできちんと座って食べる事等、食事の時間を楽しくするために必要なこ

とがたくさんあります。毎日の積み重ねの中で『食事の時間＝楽しい時間』と子どもたちが感じ、楽しくマナーが

身に付くよう心掛けています。 

 

また、お友達と一緒に食べる練習も少しずつ始めたことで、苦手なものも食べてみようと頑張って食べている姿も

見られます。お友達と顔を見合わせて笑いあったり、一緒に食べることの楽しさも経験しているところです。 

食事だけでなく、戸外遊びでもお友達と一緒に出掛けることで、自分や大人以外の存在に興味を持ち、意識する場

面が見られています。 

例えば、なんとなく二人で顔を見合わせてみたり、笑っている姿をみて一緒に笑ってみたり、泣いている子の顔を

覗き込んで頭を撫でてあげたり…。誰かと一緒に行動する中で「待つ」ことの練習もしています。 

 

まだまだ言葉も不明瞭なので名前を呼んでも伝わらなかったり、接し方の加減が分からずお友達にのしかかってし

まったりすることもありますが、子ども達の「関わりたい」という気持ちを大切に育てていきたいと思います。 

 

 

 

～もうすぐ りすぐみ～ 

 

⇒ 
  隙間ができてくる 


